
１２月に行いました学校評価アンケートにご協力いただき，ありがとうございました。

生徒２４６名，保護者１９２名，教職員２８名のアンケートの集計結果を掲載します。

重要度 実現度 点数

重要である よく出来ている ７ 

やや重要である 大体出来ている ５ 

あまり重要ではない あまり出来ていない ３ 

重要でない 出来ていない １ 

わからない わからない ０ 

 左の分布図は，上の表のように点数化し，

平均を表したもので，横軸が「重要度」を，

縦軸が「実現度」を表しています。赤い縦と

横の線は，全部の項目の平均を表しています。

右にある項目ほど重要で，上にある項目ほど

実現できていると考えられます。また，７月

アンケートからの変化を赤い矢印で表してい

ます。

 し っ

か りと

「 あい

さつ」を

し，学級，生徒会，部活動で「支え合い，高

め合える集団づくり」，「規律ある生活習慣と

ルールを守る態度の育成」に重点を置いて取

り組んで，成果が出ていると考えられます。

 確かな学力を伸ばすために「学習基本とな

る姿勢や習慣づくり」，「基礎学力の定着を図

る補充学習」，「学習確認プログラムの活用」，

「キャリア教育」，「グループ学習（学び合い）

と言語活動（伝え合い）の充実」に継続して

取り組んでいきます。また，「家庭学習の充実」，

「学習・情報センターとしての図書室活用」

についても改善を重ねながら取り組む必要が

あります。

 豊かな心を育み，実践する態度を育成する

ために「道徳」「人権尊重」についても計画的

に取り組みを継続します。

 詳しい評価結果は，裏面にあります。 

平 均 重要度 実現度

生 徒 5.9 → 6.0 4.8 → 4.9
保護者 6.2 → 6.3 4.2 → 4.2
教職員 6.3 → 6.6 4.4 → 4.5
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評価日 １月１５日，１月２９日 評価日 ２月１２日，１９日，２４日

評価者・組織
企画・運営委員会
校内研修会

評価者・組織
PTA運営委員会
学校評価部会
学校運営協議会

分野 評価項目 自校の取組 アンケート結果 各種指標結果
分析

（成果と課題）
自己評価に
対する改善策

分析や意見 改善策・支援策

規律ある生活習
慣とルールを守る
態度の育成

担任二人制などきめ細
やかな指導体制
生徒会による「服装見直
し」キャンペーン

生徒・保護者の重要度・
実現度とも高く，教職員
の実現度は大幅に高く
なっている。

遅刻０，服装見直し，ベ
ル着キャンペーン等生徒
会活動で意識向上して
いる。

あいさつの徹底 生徒会による「やまびこ
あいさつ」キャンペーン
校門や授業でのあいさ
つ

生徒・保護者の重要度・
実現度とも高く，教職員
の実現度は大幅に高く
なっている。

毎朝の校門でのあいさ
つ，校内でのあいさつが
増加している。

学習基本となる姿
勢や習慣づくり

共通した授業規律の設
定
校内パトや個別支援

生徒・保護者・教職員と
も重要度高く，実現度は
保護者・教職員で向上。

各授業での取組姿勢改
善が三者とも実感できる
状況になった。

家庭学習の充実 教科による課題設定の工
夫
点検活動と支援

重要度は教職員，保護
者，生徒の順に低くなる
が，実現度は向上。

全国学習状況調査で家
庭学習してる割合も多い
が，してない割合も多
い基礎の定着を図

る補充学習
国数英のベーシック学習
と学習会　休業中の学習
会や土曜自習教室

実現度は教職員は高く，
生徒，保護者は平均程
度であるが向上。

ベーシック学習と学習会
の一定成果があり，回数
の確保や改善が望まれ
る学習確認プログラ

ムの活用
予習・復習シートの計画
的な活用

教職員は重要度も実現
度も平均程度，保護者，
生徒はどちらも高くない。

教科担当や担任が活用
について指導や点検を
行っている。 … ＋

グループ学習（学
び合い）の活用と
言語活動の充実

校内で共通しグループ
学習の活用と工夫改善
校内授業研究

生徒の実現度が高く，保
護者，教職員の実現度
は向上している。

１年生コの字型で授業
全学年共通でグループ
学習を実践

キャリア教育の充
実

ファイナンスパーク学習
やチャレンジ体験学習と
その事前事後の学習

生徒，保護者については
変化なく，教職員の認識
と実現度が向上してい
る

１年ファイナンスパーク学
習実施
２年チャレンジ体験5日

学習・情報セン
ターとしての図書
室活用

本の整理と配架の工夫
朝読書の継続実施

三者とも重要度，実現度
が低いが，一定向上して
いる。

ビフォア・アフター完了
水曜放課後開館開始
図書室で選書会

支え合い，高め合
える集団づくり

学級活動，生徒会活動
の活性化
グループ学習の活用

三者とも重要度，実現度
が高く，さらに向上してい
る。

学級活動，生徒会活動
が安定してさらに活発に
なっている

人権を尊重する
実践的態度の育
成

いじめなど身近な課題，
社会にある課題について
解決する力の育成

三者とも重要度が高く，
実現度も向上している。

人権学習の計画的，継
続的に実施している。 … ＋

道徳の充実と実
践的態度の育成

道徳の時間の確保と資
料や内容に関する継続
的な分析　持ち回り道徳
の実施

三者とも重要度，実現度
とも向上している。

道徳の時間を計画的，継
続的に実施している。
学級通信での発信

学校，学年，学級
だよりやHPでの
情報発信

学級，学年，学校それぞ
れの積極的な情報発信

三者とも実現度は高く，
保護者，教職員とも実現
度が最も高い。

アンケートの保護者記述
欄で学級通信に対する
好意的記述が多い。

学校運営協議会
の活用

PTA，地域生徒指導連
絡協議会，小学校との情
報共有

教職員において重要度
も実現度も大きく向上し
ている。

図書室ビフォア・アフター
に協力
学校との情報共有 … ＋

学校評価システ
ムの活用

学校評価支援システムの
活用
学校評価部会での分析

教職員において重要度
も実現度も大きく向上し
ている。

アンケートの実施と分析
と，改善策の検討が定着
してきた。

4

3

互
い
を
大
切
に
す
る

仲
間
づ
く
り

学級活動，生徒会活動，部
活動などで支え合い，高め
合える集団づくりが実感を
伴って達成できていると考え
られる。人権尊重と道徳教育
についても評価できる取組
を行っている。

生徒同士で話し合える場面
を多くし，学び合える集団づ
くりを継続する。

人権・道徳教育について
は，生徒の実態に合い，タイ
ムリーな働きかけをめざし，
互いを大切にする実践力を
養う。

正しく判断することが難しい
世の中であるが，生徒達に
は多くの情報をもとに正しく
判断する力をしっかりつけて
もらいたい。

あいさつを気持ちよくできる
生徒が増えている。

2

1

・規範意識が向上しており，今の取組を継続する。学校と社会，子どもと大人をつなぐ取組を充実させる。
・グループ学習が定着してきており，話し合ったり，教えあったりすることで生徒同士の“学びによるつながり”が生まれてきた。全体的な学習規律は大きく改善し，学習意欲，学力向上にもつながっている。現在の取組を継続し，さらに学力向上，コミュニ
ケーション能力の向上を図りたい。
・生徒会活動を活性化させることで，互いを支え合い，高め合える集団づくりができている。新生徒本部を中心に各委員会活動をさらに活性し，自分たちで考え行動する自立した集団に育てていきたい。
・図書室のリフォームにより，利用しやすい魅力的な図書室となった。授業での「学びの場」としてのより充実した活用を図りたい。

4

開
か
れ
た

学
校
づ
く
り

学校の情報発信について，
保護者・教職員の実現度が
最も高く評価されている。

学校運営協議会と学校評価
の活用については，教職員
の意識が向上しており，より
一層活用することが必要で
ある。

学校からの情報発信は積極
的に継続する。さらに，日曜
参観以外にも保護者の方や
地域の方に生徒の活動の様
子を見ていただいたり，支援
していただく取組を考える。

総括・次年度の課題

平成２６年度　学校評価実施報告書

　平成２６年度　　重点評価項目　　　　　　　　　　　　　京都市立高野中学校 自己評価 学校関係者評価

・誇りを持てる学校づくり　　　・確かな学力
・互いを大切にする仲間づくり　・開かれた学校づくり

２回目評価 学校名（京都市立　高野　中学校）

生徒会活動，部活動が活発
になっていると感じる。

日曜参観で道徳の授業を
行っているが，内容について
工夫されている。

「ものづくり」が心を育てるの
に有効である。

互いを大切にする意識をそ
だてるためには，学級，生徒
会，部活動の３つをすべて
充実させることが大切であ
る。

社会に出ていく体験が大切
である。いろんな体験ができ
る機会を増やすようにする。

いろいろな媒体を通じて学
校の様子はよくわかる。今後
も継続の方向でお願いした
い。

学校評価アンケートは毎回
細かく分析されており非常に
わかりやすい。

学校運営協議会としてどの
ような形で学校運営に協力
できるか，相談しながら進め
ていきたい。

学校評価アンケートは毎回
細かく分析されており，今後
も同様にお願いしたい。

誇
り
を
持
て
る

学
校
づ
く
り

…

規律ある生活習慣とルール
を守る態度は，確実に向上
している。生徒会活動も活発
になり，いろいろなキャン
ペーンを行い，生徒自らの
意識向上につながってい
る。

生徒会による様々なキャン
ペーン活動のように，生徒の
意識を高める活動を継続し
て取り組めるよう支援する。

＋

確
か
な
学
力

学習基本となる姿勢や習慣
づくりについては，日頃の授
業の様子から見ても一定成
果が上がっており，落ち着い
た環境で意欲を持って学習
に取り組める姿が多くみられ
るようになった。基礎学力の
確実な定着をめざすベー
シック学習と学習会について
も一定成果があるが，行事と
の関係で実施回数が限られ
る。全校で取り組んでいるグ
ループ学習と言語活動の充
実については校内研究など
で実践について工夫改善し
ており効果が出ている。学習
確認プログラム，家庭学習，
図書室の活用については，
改善しつつ重要性と実現度
を高める必要がある。

どの学年も授業に対して意
欲的に取り組めるようになっ
てきた。更に活用型の学力
の定着と向上のために授業
改善を継続し，意欲と達成
感を高められるよう取組を継
続する。
基礎学力の確実な定着のた
めにベーシック学習の実施
回数を確保し，国語，数学，
英語だけではなく，理科，社
会についても実施を考える。
グループ学習の活用と言語
活動の充実については，全
学年で継続して取組を進め
る。
家庭学習の充実に向けて，
学習確認プログラムの事前・
事後の課題への意識づけや
日頃の課題の出し方等の改
善を行う。

本校の図書室は蔵書も豊富
でバランスがいいと聞いてい
る。生徒の利用時間の確保
と啓発が大切であろう。授業
での活用も活発化してほし
い。
「キャリア教育」の項目で保
護者の評価が下がっている
のは，「キャリア教育」の内容
自体を理解しきれていないこ
とからきているのではない
か。
「グループ学習（学び合い）」
が「教え合い」ではなく，他
人の意見を聞き参考にして
答えを導きだすことだと知り，
この取組がますます学習の
場面で活用されることを期待
する。
ポスターセッションの取組は
評価できるが，話をする，話
を聞く姿勢を伸ばすだけで
なく，内容の充実も図ってほ
しい。

「グループ学習」が活発にな
り，その成果が学力向上やコ
ミュニケーション能力の向上
に役立っており，今後もしっ
かりと進めてほしい。

「キャリア教育」という言葉だ
けでは，保護者や地域の大
人にとって内容がわかりにく
い。理解を深める手立てが
必要だろう。

大人との関わりがうまく持て
ない子どもが多く，チャレン
ジ体験だけではなく，大人と
関わる取組を増やす必要が
ある。本に興味を持ち出す
と，どんどんその興味は大き
くなる。朝読書や図書室の
活用により，本に関する興味
を伸ばしてほしい。

多様な考え方から正しいも
のを選び出す力をつけるに
は，家庭・学校・地域の大人
の関わる姿勢が大切である。

規範意識が向上しており，
今の取組を継続すすととも
に，社会に出ること見据えた
取組も考えてほしい。


